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ソニー健保では毎年、『一斉扶養審査（検認）』と『送金審査』を実施して
います。該当される方には『実施案内と審査票』を順次お送りしています
ので、詳細をご確認ください。期日までに同書類をご返送いただけない
場合は、ご家族の扶養資格取り消しの対象となりますのでご注意ください。
皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

ԿのͨΊにh Ұ੪ැཆ৹ すΔのͰすࢪɦΛ࣮（ೝݕࠪ） ʁ͔
：厚生労働省の指導に基づき、扶養家族に認定されている方が、ソニー健保の認定基準を満たして

いるかどうかを確認し、加入者間の不公平を是正するために実施しています。
なお、審査に必要な公的証明書の取得等にかかる費用や交通費は、全額自己負担となります。

Q
A

৹ࠪの݁Ռɺʮೝఆ基४Λຬͨしていͳいʯ場߹ɺͲ͏ͳります ʁ͔
：就職の場合は、就職日にさかのぼって扶養資格の取り消しを行い、その間の医療費を返還していた

だきます。生計維持関係が確認できないなどの場合、ソニー健保が定めた直近の日付で資格の取り消
しを行います。

Q
A

ඃැཆ者͕いてもɺ৹ࠪථ͕ಧ͔ͳい場߹も͋ります ʁ͔
：『一斉扶養審査（検認）』の対象者はソニー健保の被扶養者になりますが、マイナンバー制度におけ

る情報連携運用開始に伴い、マイナンバーデータを活用した一次審査で、審査が終了した方や審査免
除の方には審査票はお送りしておりません。
情報連携ができなかった方や二次審査が必要な方には審査票をお送りいたします。

Q
A

ැཆՈ଒のʮऩೖ基४ʯΛڭえてくͩ͞い。
：厚生労働省の通達により、下記①②の「年間収入基準（限度額）」の条件を満たす必要があります。

Q
A

Q Aよくある質問

『一斉扶養審査（検認）』
『送金審査』Ͱ
加入資格を審査します

※2…被扶養者1人の場合5万円、2人7.5万円、以降1人追加ごとに2.5万円加算
※1…収入は給与、賞与とも、税控除前の総支給額

で通勤交通費も含みます。

ᶃ ऩೖֹの基४
被扶養者の年齢など

60歳未満の場合
19歳以上～23歳未満の場合
60歳以上の場合
障害年金受給の場合

年間収入˞1

130万円未満
150万円未満

180万円未満

ᶄ ඃ保険者とのੈଳؔ܎・ऩೖ・ૹۚ の基४（ૹり࢓ֹ）
被保険者と
被扶養者が
同一世帯の場合

被保険者と
被扶養者が
別世帯の場合

・被扶養者の年収が被保険者の年収の1/2未満であること

・被扶養者の年収が被保険者からの送金額未満であること
・送金額が最低送金額˞2以上であること
・（被扶養者の年収＋被保険者からの年間送金額）＜（被保険者
の年収－被扶養者への年間送金額）であること

対象者必読

13



Information

令和�年（1月ʙ12月）のऩೖ͕1�0ສ円Λ௒えてしまいまし͕ͨ※3ɺ
パートઌには加ೖͰ͖Δ健康保険͕͋りまͤΜͰしͨ。
ଓͰ͖ますܧΛ֨ࢿは無ऩೖͰす。ැཆࡏݱ事ΛࣙΊてɺ࢓年ɺࠓ ʁ͔
：現在無収入でも、本来であれば収入が基準を超えた日にさかのぼって資格を取り消しますが、今回

の場合、ソニー健保が定める直近の日付で資格を取り消します （正しく審査を受けている方との平等性
を図るためです）。
なお、あらためて「収入額の基準」（P.13参照）を満たしていることを確認できた時点で、再度、扶養申
請していただくことは可能です。また、「130万円の壁」の対象となる方は、下記をご覧ください。

Q
A

ॅຽථॅॴ͕ಉҰͰす͕ɺʮੈଳ෼཭ʯしていΔと͖の൑அ基४はʁ
：世帯分離をされている世帯の居住状況（同居／別居）の判断は、「別居」になります。

Q
A

਌と別ډしまし͕ͨɺʮੜ׆අΛख౉ししていΔʯ場߹ɺͲ͏ͳります ʁ͔
：現金の手渡しは送金と認められません。ソニー健保が定める直近の日付で資格を取り消します。

なお、最低1か月分の送金証明ができた時点で、再度、扶養申請していただくことは可能です。

Q
A

ʮւ֎にॅΜͰいΔ਌଒ʯはඃැཆ者としてܧଓͰ͖ます ʁ͔
：日本国内に住所を有さない方は、原則として健康保険の被扶養者とは認められません。

ただし、海外に移住していても留学している学生など、日本国内に生活の基礎があると認められた場合は、
例外として継続できます。

Q
A

ࣗӦۀΛしていΔඃැཆ者のऩೖはͲのよ͏にܭ算͞Εます ʁ͔
：自営業者の収入にあたっては、売上金額から売上原価と必要経費を差し引き算出します。

算出された収入が、収入額の基準（60歳未満：年収130万円未満など）を満たしているか確認し、扶養
が可能であるか判断します。
また、自営業者の必要経費の認否基準は所得税法上とは異なっており、経費として認
められる科目、認められない科目については、QRコード「自営業者の被扶養者認定に
ついて（PDF）」のP.4直接的必要経費一覧表をご参照ください。

Q
A

ැཆ͕֨ࢿೝΊΒΕΔʮ਌଒のൣғʯはʁ
：健康保険制度で認める扶養資格（被扶養者の範囲）は、被保険者本人から見て三親等以内の親族

です。民法上の親族と同一ではありません。また、主として被保険者の収入で生計を維持していること
が必須です。認定する権限はソニー健保にあります。
被保険者が「親族には被扶養者の資格がある」と判断されても認定できません。「実際にそのご家族の
生計を主として支援しているかどうか、継続的に扶養する経済的能力があるか」などをソニー健保が公
正かつ厳正に審査します。

Q
A

ʮ1�0ສ円のนʯへのରԠとはʁ
：扶養家族（主に配偶者）が年収130万円以上を得ると、厚生年金・健康保険の扶養から外れ

て、自身で国民年金・国民健康保険の保険料を支払わなければなりません。
保険料を支払うことになると収入が減ってしまうため、働く時間を調整している
パート、アルバイトの方が多くいらっしゃることから、国（厚生労働省）が、人手
不足の解消などを目的に「年収の壁・支援強化パッケージ」を打ち出しました。
これは、扶養家族の年収が一時的に130万円を超えても、扶養家族の勤務先
の証明書等を健康保険組合へ提出することで、連続2回まで扶養資格を継続
できるようになるものです。

Q
A

ର৅とͳΔํはʁ
：次の❶、❷の両方を満たしている方が対象となります。

Q
A

Q Aよくある質問よくある質問

なお、本誌冊子版を
ご覧の方はQRコード
から、Web版をご覧
の方はQRコードをク
リックして、該当サイト
をご覧ください。

ओのূ໌ʹΑΔۀࣄ
ඃැཆऀ認ఆ2�"

ʤްੜ࿑ಇলʥ

ࣗӦऀۀの
ඃැཆऀ認ఆʹͭいͯ

× フリーランスや自営業収入のみで、特定の事業主と雇用関係にない方
× 勤務先で社会保険適用となった方
× 被保険者の年収を上回る方
× 被保険者と別居の場合、被保険者からの仕送り額を上回る年収を得た方
× その他、扶養要件を満たしていないとソニー健保が判断した方

× 一時的な収入増ではなく年収130万円以上を得た方

❶ パート・アルバイト等、特定の事業主と雇用関係にある方
❷ 雇用契約等では年収130万円未満で働く見込みのところ、繁忙期等で人
手不足により残業が発生し、残業手当などが支払われ一時的に収入増に
なった方

基本給が上がったり、恒常的な手当が新設されたり、労働契約における所定労
働時間・日数が増加したりした場合など、今後も引き続き収入が増え、年収130
万円を超えることが明らかな場合は一時的な収入増とはみなされません。

対象に
なる方

対象に
ならない方

はࡉৄ
ްੜ࿑ಇলの
αΠτで確認ʂ

パートやアルバイトで働く扶養家族の方が、一時
的に年収130万円以上˞�を得ても、所定の手続
きを行うことにより扶養継続ができます。いわゆ
る「130万円（年収）の壁」への対応について、よ
くある問い合わせをまとめました。

ੈଳ෼཭の൑அ基४
・住民票上、同一世帯に属している（世帯主が1人）

・住民票上、住所が同一ではない
・住民票上、住所が同一でも世帯分離をしている（世帯主が複数）
・単身赴任等で住民票上、同一世帯でも実態は別々の家で生活している

同　居

別　居

೥ऩのน・
Խύοέʔδڧԉࢧ

ʤްੜ࿑ಇলʥ

˞�ʜパート΍アルόΠトͰಇくැཆՈ଒の

「130万円の壁」への
対応について

別ੈଳのՈ଒への࢓ૹりΛূ໌すΔʮૹۚূ໌ʯとはԿͰす ʁ͔
：「送金の事実を確認できる書類」のことです。

具体的には「振込通知書」「通帳」等のコピーで、振込日・振込先・金額が確認できるものをご用意ください。

Q
A

※4…「19歳以上23歳未満（被保険者の配偶者を除く）は150
万円以上」、「60歳以上の方、障害年金の受給者は180万
円以上」と読み替えてください。

＊QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。
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https://www.mhlw.go.jp/stf/taiou_001_00002.html
https://www.mhlw.go.jp/content/001163139.pdf


Information

令和�年（1月ʙ12月）のऩೖ͕1�0ສ円Λ௒えてしまいまし͕ͨ※3ɺ
パートઌには加ೖͰ͖Δ健康保険͕͋りまͤΜͰしͨ。
ଓͰ͖ますܧΛ֨ࢿは無ऩೖͰす。ැཆࡏݱ事ΛࣙΊてɺ࢓年ɺࠓ ʁ͔
：現在無収入でも、本来であれば収入が基準を超えた日にさかのぼって資格を取り消しますが、今回

の場合、ソニー健保が定める直近の日付で資格を取り消します（正しく審査を受けている方との平等性
を図るためです）。
なお、あらためて「収入額の基準」（P.13参照）を満たしていることを確認できた時点で、再度、扶養申
請していただくことは可能です。また、「130万円の壁」の対象となる方は、下記をご覧ください。

Q
A

ॅຽථॅॴ͕ಉҰͰす͕ɺʮੈଳ෼཭ʯしていΔと͖の൑அ基४はʁ
：世帯分離をされている世帯の居住状況（同居／別居）の判断は、「別居」になります。

Q
A

਌と別ډしまし͕ͨɺʮੜ׆අΛख౉ししていΔʯ場߹ɺͲ͏ͳります ʁ͔
：現金の手渡しは送金と認められません。ソニー健保が定める直近の日付で資格を取り消します。

なお、最低1か月分の送金証明ができた時点で、再度、扶養申請していただくことは可能です。

Q
A

ʮւ֎にॅΜͰいΔ਌଒ʯはඃැཆ者としてܧଓͰ͖ます ʁ͔
：日本国内に住所を有さない方は、原則として健康保険の被扶養者とは認められません。

ただし、海外に移住していても留学している学生など、日本国内に生活の基礎があると認められた場合は、
例外として継続できます。

Q
A

ࣗӦۀΛしていΔඃැཆ者のऩೖはͲのよ͏にܭ算͞Εます ʁ͔
：自営業者の収入にあたっては、売上金額から売上原価と必要経費を差し引き算出します。

算出された収入が、収入額の基準（60歳未満：年収130万円未満など）を満たしているか確認し、扶養
が可能であるか判断します。
また、自営業者の必要経費の認否基準は所得税法上とは異なっており、経費として認
められる科目、認められない科目については、QRコード「自営業者の被扶養者認定に
ついて（PDF）」のP.4直接的必要経費一覧表をご参照ください。

Q
A

ැཆ͕֨ࢿೝΊΒΕΔʮ਌଒のൣғʯはʁ
：健康保険制度で認める扶養資格（被扶養者の範囲）は、被保険者本人から見て三親等以内の親族

です。民法上の親族と同一ではありません。また、主として被保険者の収入で生計を維持していること
が必須です。認定する権限はソニー健保にあります。
被保険者が「親族には被扶養者の資格がある」と判断されても認定できません。「実際にそのご家族の
生計を主として支援しているかどうか、継続的に扶養する経済的能力があるか」などをソニー健保が公
正かつ厳正に審査します。

Q
A

ʮ1�0ສ円のนʯへのରԠとはʁ
：扶養家族（主に配偶者）が年収130万円以上を得ると、厚生年金・健康保険の扶養から外れ

て、自身で国民年金・国民健康保険の保険料を支払わなければなりません。
保険料を支払うことになると収入が減ってしまうため、働く時間を調整している
パート、アルバイトの方が多くいらっしゃることから、国（厚生労働省）が、人手
不足の解消などを目的に「年収の壁・支援強化パッケージ」を打ち出しました。
これは、扶養家族の年収が一時的に130万円を超えても、扶養家族の勤務先
の証明書等を健康保険組合へ提出することで、連続2回まで扶養資格を継続
できるようになるものです。

Q
A

ର৅とͳΔํはʁ
：次の❶、❷の両方を満たしている方が対象となります。

Q
A

Q Aよくある質問よくある質問

なお、本誌冊子版を
ご覧の方はQRコード
から、Web版をご覧
の方はQRコードをク
リックして、該当サイト
をご覧ください。

ओのূ໌ʹΑΔۀࣄ
ඃැཆऀ認ఆ2�"

ʤްੜ࿑ಇলʥ

ࣗӦऀۀの
ඃැཆऀ認ఆʹͭいͯ

×フリーランスや自営業収入のみで、特定の事業主と雇用関係にない方
× 勤務先で社会保険適用となった方
× 被保険者の年収を上回る方
× 被保険者と別居の場合、被保険者からの仕送り額を上回る年収を得た方
× その他、扶養要件を満たしていないとソニー健保が判断した方

× 一時的な収入増ではなく年収130万円以上を得た方

❶ パート・アルバイト等、特定の事業主と雇用関係にある方
❷ 雇用契約等では年収130万円未満で働く見込みのところ、繁忙期等で人
手不足により残業が発生し、残業手当などが支払われ一時的に収入増に
なった方

基本給が上がったり、恒常的な手当が新設されたり、労働契約における所定労
働時間・日数が増加したりした場合など、今後も引き続き収入が増え、年収130
万円を超えることが明らかな場合は一時的な収入増とはみなされません。

対象に
なる方

対象に
ならない方

はࡉৄ
ްੜ࿑ಇলの
αΠτで確認ʂ

パートやアルバイトで働く扶養家族の方が、一時
的に年収130万円以上˞�を得ても、所定の手続
きを行うことにより扶養継続ができます。いわゆ
る「130万円（年収）の壁」への対応について、よ
くある問い合わせをまとめました。

ੈଳ෼཭の൑அ基४
・住民票上、同一世帯に属している（世帯主が1人）

・住民票上、住所が同一ではない
・住民票上、住所が同一でも世帯分離をしている（世帯主が複数）
・単身赴任等で住民票上、同一世帯でも実態は別々の家で生活している

同　居

別　居

೥ऩのน・
Խύοέʔδڧԉࢧ

ʤްੜ࿑ಇলʥ

˞�ʜパート΍アルόΠトͰಇくැཆՈ଒の

「130万円の壁」への
対応について

別ੈଳのՈ଒への࢓ૹりΛূ໌すΔʮૹۚূ໌ʯとはԿͰす ʁ͔
：「送金の事実を確認できる書類」のことです。

具体的には「振込通知書」「通帳」等のコピーで、振込日・振込先・金額が確認できるものをご用意ください。

Q
A

※4…「19歳以上23歳未満（被保険者の配偶者を除く）は150
万円以上」、「60歳以上の方、障害年金の受給者は180万
円以上」と読み替えてください。

＊QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。
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https://www.sonykenpo.or.jp/member/outline/files/jiei_nintei.pdf

